


デジタル印刷での製本接着の新基準
国産 POホットメルト接着剤の必要性と今後
権瓶 隆次＊

　当社は，積水化学工業（株）と米国H.B. Fuller 
Companyの合弁により 2005年に設立された接
着剤メーカーである。配合設計技術を基盤に，ホ
ットメルト，光硬化，湿気硬化，二液硬化などの
多様な接着・シーリング技術をはじめ，包装・紙
加工・製本のほか，住宅・建材・衛生・電子・自
動車など多岐にわたる分野で展開している。

製本現場の変化と新しい接着剤への期待
　印刷・製本の現場では，デジタル印刷の普及と
小ロット・短納期対応の拡大により，従来よりも
複雑な条件で製本を進める場面が増えている。特
にトナー方式のデジタル印刷紙や高平滑紙の使用
が広がったことで，背割れやページ抜けといった
接着不良が顕在化しやすくなり，接着剤にはこれ
まで以上に高い適応性が求められるようになった。
こうした変化は，従来の EVAホットメルトだけ
では安定した品質を得ることが難しいケースがあ
ることを示しており，現場ではより幅広い要求に
応えられる新しい接着剤の登場が期待されている。

POホットメルト接着剤がもたらす現場価値
　PO（ポリオレフィン）ホットメルト接着剤は，
EVA糊と同じ設備で使用できる互換性を持ちな
がら，紙面への追従性や見開き性，そして年間を
通じた挙動の安定性に優れる点が注目されてきた。
特に多様化した紙質に対する接着安定性や，長時
間の連続運転でも扱いやすい粘度挙動を示す点は，
現場の課題と合致しており，多くの製本会社で評
価が高まりつつある。

　また，断裁タイミングが EVA糊と変わらない
ため，PURのように硬化を待つ必要がなく，短
納期生産が求められる環境でも扱いやすい特性を
備えている。このように，POホットメルトは数
値以上に “現場でどう動くか ”という実用的な価
値が強く，製本品質と工程安定の両立を可能にす
る素材として存在感を高めている。

海外依存による課題と国産化の必要性
　現在，日本国内で利用されている POホットメ
ルトの多くは海外製であり，その供給体制にはい
くつかの課題が見られる。国際物流の遅延や輸送
費の変動は，必要なタイミングで製品が届かない
リスクにつながり，生産計画が日単位で変動する
製本現場では大きな不安要素となる。
　また，国内ユーザーから寄せられる細かな改善
要望を海外製造に反映するには，開発・検証・量
産の各段階で時間差が生じ，改善速度を十分に高
められない現実もある。こうした理由から，日本
の製本現場で求められる特性を反映しつつ，安定
供給と迅速な改善が可能な国産 POホットメルト
の必要性が高まりつつある。

当社の取り組みと開発思想
　当社では，POホットメルト接着剤の国産化に
向けた準備と開発体制の構築を進めている。国内
開発を行うことで，紙質の多様化や季節変動によ
る挙動の変化といった日本独自の条件に合わせた
材料設計が可能となるほか，現場から寄せられる
フィードバックを迅速に反映し，改善スピードを
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高めることができる。
　私たちは，日本の製本現場で求められる紙面な
じみ，年間を通した安定挙動，デジタル印刷紙へ
の対応，短納期工程での運用性など，実際の使わ
れ方に基づいた性能を重視して開発を進めている。
国産化によって開発から供給までを一貫して国内
で完結できるようになれば，製品の安定性とサポ
ート体制を強化でき，製本品質向上により確実に
貢献できると考えている。

製本接着剤の役割と国産POの可能性
　今後の印刷・製本工程では，省人化の加速，自
動化の普及，さらなる短納期化など，これまで以
上の効率化と品質安定が求められるようになるだ
ろう。接着剤はその中心に位置する要素であり，
製本品質はもちろん，工程の安定性や作業効率に
も直接影響を与える。POホットメルトは，EVA
に代わる次世代の標準材料として採用が広がる可
能性を持ち，日本の現場条件を反映した国産製品

が登場することで，安定供給と品質改善の両面で
業界に新たな価値を提供できるはずだ。
　当社は，製本の未来を支える材料として，より
実用性の高い国産 POホットメルトの開発を進
め，日本の印刷・製本業界の品質向上と工程革新
に貢献していきたいと考えている。 ■

＊GOMBE Ryuji
積水フーラー株式会社
包装・紙加工事業本部
〒 108-0075
東京都港区港南 2-16-2 太陽生命品川ビル 5階
ryuji.gombe@sekisui-fuller.com

印刷・製本に携わり 25年。欧米や東南アジアの情報も親
会社を通して入手に務める。
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